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学校番号 1007 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 
科学と人間生活 単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 科学と人間生活 （実教出版） 

副教材等 科学と人間生活エブリィノート 授業のまとめ 新課程 （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

科学分野への興味を持つ生徒と、興味を持った経験に乏しい生徒と、生徒間の目的意識に大きく

開きがあるように感じる。科学分野へ興味を持った経験に乏しい生徒が最後に履修する、科学系

の授業になる可能性がある。科学はタイトルの通り普段の生活に深く結びついている。そこに目

を向け、日常に科学的視点を向けられる、そんな生徒像を育てたい。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生活との関わりについての理解を深め，科学的

に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付ける。 

・観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて科学的に探究する力を養う。 

・自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養うとともに，科学に対

する興味・関心を高める。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

自然と人間生活とのかかわ

りおよび科学技術と人間生

活とのかかわりについて理

解しているとともに，科学

的に探究するために必要な

観察・実験などに関する技

能を身に付けている。 

人間生活と関連のある自然

の事物や現象の中に問題を

見出し，見通しをもって実

験・観察・調査などを行うと

ともに，ものごとを実証的・

論理的に考察したり分析し

たりすることにより，総合的

に判断し，それを表現するこ

とができる。 

自然の事物・現象に進んでか

かわり，科学的に探究しよう

とする態度が養われている。 

自然の原理・法則や科学技術

の発展と人間生活とのかか

わりについて社会が発展す

るための基盤となる科学に

対する興味・関心を高めてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

１
章 

科
学
と
技
術
の
発
展 

・現代の科学技術文明が

科学によって支えられ，発

展してきたこと，科学技術

と科学を切り離して考える

ことができないことを理解さ

せる。 

・海洋の研究・調査の話題

を通して，科学の各分野が

かかわっていること，科学

の研究が私たちの生活に

いかされていることを理解

させる。 

・農業には，生物や気象な

どさまざまな自然現象が関

連しており，科学技術を利

用することで農業が発展し

てきたことを理解させる。 

・自然界には未知のことが

らが多くあるとともに，科学

技術によって地球環境に

影響を及ぼすことがあるこ

とを理解させ，科学には課

題があり，研究が進められ

ていることに気づかせる。 

a:  

・科学技術はさまざまな努力に

よって築き上げられたものであ

ること，および人間生活を豊かに

するが使い方を誤ると人類の将

来だけでなく地球全体にも大き

な影響を及ぼすことにもなるこ

とを理解している。 

・深海の研究について，その意義

を認識するとともに，科学の様々

な分野が関連し，研究が進められ

ていることを理解している。 

・農業における微生物の役割の

理解や，化学肥料の開発における

尿素の合成など，人間生活と科

学・技術が密接に関連しているこ

とを理解している。 

b: 

・現代の科学技術について歴史

的な経緯を踏まえ，人間と科学技

術の関係における問題点を考え

て，将来に向けての展望を持つと

ともに，それを表現することがで

きる。 

・日本における海洋開発の意義

について，人間生活や日本の地質

学的な特徴を関連付けながら考

察することができる。 

・農業における生物学，化学等の

役割を理解し，それぞれを関連さ

せて表現することができる。 

c: 

・科学の発展の歴史に興味をも

ち，人間生活を支える技術が科学

とどのように関わり合って発展

してきたか，意欲的に学習しよう

とする。 

定期考

査 

小テスト 

 

定期考

査 

発問評

価 

課題取り

組み 

授業態

度 
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２
章 

物
質
の
科
学 

・身の回りの天然の物質や人

工の物質がどのような成り立

ちでできているか確認させる。 

・物質の最小単位である原子

は約百種しかないが，組合せ

により非常に多くの物質が生

まれ，性質も決定されることに

気付かせる。 

・原子の構造，化学結合につ

いて理解させ，それらが物質

の性質と関係していることに

気付かせる。 

・プラスチックの性質・特徴に

ついて学習させる。 

・プラスチックに含まれる成分

の違いや，構造の違い，安全

性についても言及する。 

・原料や製造方法を変えるこ

とにより様々な特性を持った

プラスチックが製造できること

に気付かせ，その用途特徴に

ついて理解させる。 

・技術の向上によりある性質

に特化させたプラスチックを

製造できることを紹介し，我々

の生活に役立っていることを

学習させる。 

a: 

・身の回りの金属・プラスチッ

ク・セラミックスについてその種

類，製造法や資源の再利用につい

て理解している。 

・それぞれの材料の性質を把握

し，安全で快適な生活のための利

用法を理解している。 

b: 

・身近にある金属・プラスチッ

ク・セラミックスの種類，性質に

関する観察・実験（加熱・溶解な

ど）の結果を的確にまとめ，構造

や成分の違いに関して考察する

ことができる。 

・金属・プラスチック・セラミッ

クスなどの性質と利用方法を関

連させて説明することができる。 

c: 

・私たちの生活に役立っている

金属・プラスチック・セラミック

スについて，どのような性質が製

品として利用されているかを学

び，さらによりよい生活のために

改良すべき点はないか意欲的に

学習しようとする。 

定期考

査 

小テスト 

 

定期考

査 

発問評

価 

課題取り

組み 

授業態

度 
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３
章 

生
命
の
科
学 

・ヒトの生命現象と生活との関

連を概観し，本節の学習の動

機づけとする。 

・ヒトの眼の構造や，光刺激を

受けてから脳に情報が伝わる

までの経路を理解させる。 

・明暗への順応や遠近調節な

どについて，実験を通して理

解させる。 

・１日の明暗変化や季節変化

が動物の行動に影響している

ことを理解させる。 

・グラフの読み取りを通して血

糖濃度が調節されていること

に気づかせ，調節にかかわる

ホルモンの働きを理解させ

る。 

・からだには異物の侵入に対

する防御の仕組みには，血液

中の白血球がかかわっている

ことに気づかせるとともに，抗

体による免疫の仕組み，およ

びその仕組みが予防接種に

いかされていることを理解させ

る。 

・アレルギー反応が免疫の過

剰な反応であることを理解す

るとともに，身のまわりの物質

はアレルゲンになりうることを

理解させる。 

･図の読み取りを通して DNA

の構造を理解させる。 

・DNA の塩基配列によってつ

くられるタンパク質のアミノ酸

配列が決まることを理解させ

るとともに，転写・翻訳によっ

てつくられたタンパク質がヒト

の生命現象を支えていること

を理解させる。 

a: 

・眼の基本的な構造及び眼で受

容した光の情報が脳に伝えられ

て視覚が生じることを理解して

いる。 

・すい臓から分泌されるホルモ

ンの作用により血糖濃度が調節

される仕組みを理解している。 

・抗体による生体防御の概要を

理解している。 

・遺伝子の情報をもとにタンパ

ク質がつくられること，タンパク

質がヒトの生命現象に関与して

いることを理解している。 

b: 

・盲斑や近点を検出する実験を

通して，眼の構造を説明すること

ができる。 

・血糖濃度の調節について，グラ

フの読み取りを通してホルモン

の働きを理解し，糖尿病と関連さ

せて説明することができる。 

・DNA を模式的に示した図から，

DNA の構造の特徴を読み取り，表

現することができる。 

c: 

・ヒトの生命現象について，興

味・関心をもって意欲的に学習

し，健康の維持について科学的な

観点から理解しようとする。 

定期考

査 

小テスト 

 

定期考

査 

発問評

価 

課題取り

組み 

授業態

度 
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・空気中の微生物の培養や

水中の微生物の観察を通し，

身近にいろいろな微生物がい

ることに気づかせる。 

・地球上のあらゆる場所に微

生物がいることを学習させる。

また，微生物の種類について

理解させる。 

・発酵食品中の微生物の観

察を通し，発酵が私たちの生

活に深く関わっていることを理

解させる。 

・腐敗も微生物の働きによっ

ていることを理解させ，腐敗を

防ぐための食品の保存方法

についても考えさせる。 

・アルコール発酵の実験を通

し，使われる物質や生産され

る物質について理解させると

ともに，発酵と温度との関係を

見いださせる。 

・・下水処理の仕組みを学習

させ，下水処理には微生物の

働きが関わっていることを理

解させる。 

・下水処理に使われる活性汚

泥中の微生物の観察を通し，

活性汚泥について理解を深

めさせる。 

・空気中の微生物が有機化

合物を分解することを，実験

を通して理解させる。 

・生態系での物質循環に微生

物がどのように関わっている

かを学習させる。 

a: 

・酵母が食品の製造に利用され

ていることや，カビが医薬品の製

造に利用されていることなど，発

酵食品や医薬品に微生物が利用

されていることを理解している。 

・微生物が窒素などの物質循環

に役立っていることを理解し，微

生物が水の浄化などに利用され，

人間生活の役に立っていること

を理解している。 

b: 

・身近な微生物，水の浄化に関わ

る微生物の観察や発酵における

微生物の働きについての実験な

どを行い，結果や考察を的確に表

現することができる。 

・微生物の発見など歴史的な事

項についての学習を通し，科学的

な思考をもとに考察し，表現する

ことができる。 

c: 

・微生物の存在や生態系におけ

る役割について関心を持ち，意欲

的に学習しようとする。 

・微生物と人間生活の関わりに

ついて関心を持ち，意欲的に学習

しようとする。 

定期考

査 

小テスト 

 

定期考

査 

発問評

価 

課題取り

組み 

授業態

度 
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２
学
期 

４
章 

光
や
熱
の
科
学 

・温度は物に関わる量である

ことを物体をつくる分子・原子

の熱運動と結びつけて理解さ

せる。                                   

・熱は物体が持つ量ではな

く，温度の異なる物体どうしが

接触したときに移動する量で

あることとともに，熱平衡につ

いて理解させる。 

・熱の移動形態に種類がある

ことを，体験から理解させる。 

・物質の熱容量・比熱，熱量

の保存について実験を通して

理解させ，身の回りにある物

質がこれらと関係し，利用され

ていることに気付かせる。 

・力学的エネルギーと仕事と

の関わりについて理解させ

る。 

・力学的エネルギー保存の法

則について実験を通して理解

させる。 

・エネルギーの増減に関し，

歴史的経過を学習させる。 

・エネルギーには様々な形が

あり，互いに変換することを簡

単な実験によって理解させ

る。また，エネルギーが全体と

して保存されることを理解させ

る。 

・エネルギー変換を利用する

技術が様々な分野で発展し

ていることを学習させる。 

・力学現象は可逆的である

が，身の回りの具体的事実か

ら熱現象は不可逆的であるこ

とを理解させる。 

・熱機関はその効率が高めら

れ，発展してきたが，永久機

関は不可能であることを理解

させる。 

・人類の歴史はエネルギー確

保の歴史であることを知り，そ

のための技術を発展させてき

たことを知るとともに，問題点

a: 

・熱と温度とを区別でき，熱の性

質をこれに関わる現象及び歴史

から理解し，日常生活に適切に利

用できる。 

・エネルギーが変換することと，

保存することを理解している。ま

た，その性質を利用して科学技術

が発展したことを理解している。 

b: 

・身の回りの熱に関わる現象を

見出し，熱の性質をふまえて熱の

有効利用について考察すること

ができる。 

・熱量の保存や熱を仕事及び電

流によって発生させる観察・実験

について，その過程や結果を適切

に表現できる。 

・発熱・吸熱反応や力学的エネル

ギーの変換などに関する観察・実

験を行い，結果や考察を的確に表

現できる。 

・人間生活の中に，エネルギーに

関する科学技術を見出すことが

でき，エネルギーが有効に利用さ

れているかを総合的に判断して

表現することができる。 

c: 

・自然界に見られる熱に関する

現象に関心を持ち，意欲的に調べ

ようとする。 

・エネルギーに関する科学技術

に関心を持ち，科学的な見方・考

え方を身につけようとする。 

定期考

査 

小テスト 

 

定期考

査 

発問評

価 

課題取り

組み 

授業態

度 
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も抱えていることを理解させ

る。 
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４
章 

光
や
熱
の
科
学 

・光の直進性について，観察

を通して学習させ，光を直線

で表現できることを理解させ

る。 

・光の反射の法則を実験によ

って理解させるとともに，乱反

射によって身の回りを見ること

ができることを理解させる。 

・屈折の法則を理解させるとと

もに，屈折現象から光の進む

物質が異なることを意識させ

る。 

・屈折を利用して，レンズがつ

くられていることを理解させ

る。 

・凸レンズを通る物体からの

光の関係を学習させ，おのお

ののレンズでできる像につい

て理解させる。 

・白色光の分散は，光の性質

によってでき，それによってで

きるスペクトルは，光の波長に

よることを理解させる。 

・可視光は電磁波の一種であ

り，また，電磁波は波長の違

いによって様々に利用されて

いることを学習させる。 

・波の特性としての回折と干

渉について，実験を通して学

習させ，光が波であることを理

解させる。 

・偏光について，光が波であ

ることから理解させる。 

・物質と偏光との関係を実験

を通して学習させ，その利用

について理解させる。 

・光を使っていろいろな物を

見ることができることと，光は

電磁波の一種であることか

ら，電磁波を使って様々なも

のを見ることができることを理

解させる。 

・光に関わる技術の進歩によ

り，幅広く利用されていること

を学習させる。 

a: 

・反射，屈折，回折や分散などの

光の波としての性質を理解して

いる。 

・電磁波が波長によって分類で

き，光もその一つであること，電

磁波が日常生活で利用されてい

ることを理解している。 

b: 

・幾何光学的な方法によって，光

の波としての性質を表す観察・実

験について，結果や考察を適切に

表現できる。 

・身の回りに光の現象を見出し，

波の性質を使いそれらを科学的

に分析して，表現することができ

る。 

・スペクトルなどによる電磁波

の分類に関する観察・実験につい

て，結果や考察を的確に表現でき

る。 

・身の回りの科学技術に利用さ

れている電磁波を論理的・実証的

に分析，考察し，総合的に判断す

ることができる。 

c: 

・自然界に見られる光の現象に

関心を持ち，意欲的に調べようと

する。 

・電磁波に関わる科学技術が生

活とどのような関係を持つかに

関心を持ち，科学的な見方・考え

方を身につけようとする。 

定期考

査 

小テスト 

 

定期考

査 

発問評

価 

課題取り

組み 

授業態

度 
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５
章 

宇
宙
や
地
球
の
科
学 

・光の直進性について，観察

を通して学習させ，光を直線

で表現できることを理解させ

る。 

・光の反射の法則を実験によ

って理解させるとともに，乱反

射によって身の回りを見ること

ができることを理解させる。 

・屈折の法則を理解させるとと

もに，屈折現象から光の進む

物質が異なることを意識させ

る。 

・屈折を利用して，レンズがつ

くられていることを理解させ

る。 

・凸レンズを通る物体からの

光の関係を学習させ，おのお

ののレンズでできる像につい

て理解させる。 

・白色光の分散は，光の性質

によってでき，それによってで

きるスペクトルは，光の波長に

よることを理解させる。 

・可視光は電磁波の一種であ

り，また，電磁波は波長の違

いによって様々に利用されて

いることを学習させる。 

・波の特性としての回折と干

渉について，実験を通して学

習させ，光が波であることを理

解させる。 

・偏光について，光が波であ

ることから理解させる。 

・物質と偏光との関係を実験

を通して学習させ，その利用

について理解させる。 

・光を使っていろいろな物を

見ることができることと，光は

電磁波の一種であることか

ら，電磁波を使って様々なも

のを見ることができることを理

解させる。 

・光に関わる技術の進歩によ

り，幅広く利用されていること

を学習させる。 

a: 

・太陽と地球，月の運動を潮汐と

定性的に関連付けて理解してい

る。 

・太陽放射の受熱量の違いを大

気の運動と関連付けて理解して

いる。 

b: 

・潮汐に関する資料から，干潮や

満潮のおおよその周期を見いだ

し，太陽，月，地球の位置関係の

変化や地球の自転が潮汐に関わ

っていることを表現することが

できる。 

・太陽放射の地球表面における

受熱量の緯度による違いと大気

の運動を関連付けて説明するこ

とができる。 

c: 

・太陽や月などの身近な天体の

運動が人間生活と深く関わって

いることを理解し，天体について

の興味・関心をもち，意欲的に調

べようとする。 

・太陽の放射エネルギーが地球

に及ぼす影響について関心を持

ち，太陽系における地球について

科学的な見方・考え方を身につけ

ようとする。 

定期考

査 

小テスト 

 

定期考

査 

発問評

価 

課題取り

組み 

授業態

度 



 

※令和４年度以降入学生用 

５
章 

宇
宙
や
地
球
の
科
学 

・太陽や星の天球上の日周

運動や年周運動を，地球の

自転運動と公転運動から理

解させる。 

・太陽の天球上の運行や月の

満ち欠けの周期性が時や暦

など人間生活に深く関わって

いることを学習させる。 

・日頃使っている時間や暦が

地球の自転運動と公転運動

に関連していることを理解さ

せる。 

・海面の変動を示した写真か

ら干潮や満潮を見いだすとと

もに，潮汐と月齢に関する資

料をもとに，太陽，月，地球の

位置関係の変化や地球の自

転が潮汐にかかわっているこ

とを理解させる。 

・太陽について，大きさや表

面の様子を理解させるととも

に，太陽の活動が地球の環

境に様々な影響を及ぼしてい

ることに気づかせる。 

・太陽の高度による太陽の放

射エネルギーの変化を観察・

実験を通して理解させる。 

・太陽の放射エネルギーが地

球の大気や海水など，人間生

活に影響を及ぼしていること

に触れる。 

・日本列島の気候的な特徴を

概観し，私たちの生活との関

わりを理解する。 

・気象現象によって様々な恵

みがもたらせれていることに

気づかせるとともに，気象災

害を学習し，地域で過去に起

きた災害などを調査させる。 

a: 

・身近な地域の自然景観をつく

りだした諸作用について，地殻変

動などの大地の起伏を大きくす

る作用と風化，土石流，流水など

の大地を平たんにする作用が関

わっていることを理解している。 

・自然景観の恩恵を理解すると

ともに，身近な地域に潜在する自

然災害のリスクを理解している。 

b: 

・身近な自然景観を適切に観察

し，結果や考察を的確に表現でき

る。 

・身近な自然景観の成因を科学

的に分析して，総合的に判断し，

それを表現することができる。 

・地震や火山のハザードマップ

などを調査し，災害リスクを的確

に表現できる。 

・自然災害の起きる原因や条件

を理解し，ハザードマップなどの

調査を通して，災害リスクを減ら

すための方法について総合的に

判断し，それを表現することがで

きる。 

c: 

・身近な自然景観や自然災害に

関心を持ち，意欲的に調べようと

する。 

・自然景観の成因や自然災害の

起きる状況を理解し，災害リスク

を減らすための，科学的な見方・

考え方を身につけようとする。 

定期考

査 

小テスト 

 

定期考

査 

発問評

価 

課題取り

組み 

授業態

度 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

６
章 

 

こ
れ
か
ら
の
科
学
と
人
間
生
活 

・科学技術の成果と今後の課

題について考察し，科学技術

と人間生活との関わりについ

て探究させる。 

・課題研究にあたっては，授

業で学んできたことだけでな

く，日常的な生活にも目を向

けて課題の設定ができるよう

にする。 

・探究の仕方を学ぶことも大き

な目標なので，様々な方法で

研究し，発表をすることができ

るようにする。 

a: 

・課題研究から明らかにされた

結果や関連する事項を理解して

いる。 

b: 

・科学と人間生活に関する課題

について具体例をあげ，その課題

の研究を通して今後の科学研究

や人間生活のあり方について考

え，それを表現することができ

る。 

・課題選択と研究方法の独創性

や計画性，参考資料の使用や研究

準備の適切さ，実験・調査・観察

の技能や記録の正確さ，レポート

の表現のわかりやすさ，課題とそ

の結果にふさわしい発表の工夫

（表・グラフ・コンピュータの使

用）ができる。 

c: 

・科学と人間生活の間に現在生

まれている新しい課題に関心を

持ち，具体例を考え，研究しよう

とする。 

定期考

査 

課題研

究 

定期考

査 

発問評

価 

課題研

究 

課題取り

組み 

授業態

度 

課題研

究 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


